
 

 

 

（別紙）―１ 

「#7119」救急安心センター運営事業概要 

 

（目的） 

救急出動件数は年々増加傾向にあり、軽症割合も高い水準で推移している中で、救

急車等の救急資源には限りがあるため、相談者の症状の緊急度を医療従事者が判断す

る電話相談窓口（#7119）を開設し、救急車の適正利用や医療機関受診の適正化を図る

とともに、県民に安全安心を提供する。 

 

（内容） 

24時間365日対応で相談者の症状を民間コールセンター常駐の医師・看護師が聞き

取った上で、緊急性の判断を行い、救急車の利用や医療機関の受診等について助言

を行う。 

 

（期間） 

令和５年７月開始（県内全20市町に導入済） 

 

（対象者） 

全県民 

 

（検証の目的） 

事業目的に応じて、事業効果が分かりやすく検証され、県民に効果が説明できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（別紙）―２ 

令和６年度スポーツ機会提供事業概要 

 

（目的） 

県民誰もが気軽にスポーツに親しめる環境を整備するとともに、スポーツをはじめ

るきっかけを提供することで、県民のスポーツ実施率向上を図る。 

（成人の週１日以上のスポーツ実施率について、第２期愛媛県スポーツ推進計画に定

めるとおり、令和４年度実績値56.3％を令和９年度までに70%にする。） 

 

（内容） 

県内商業施設、市町イベント、武道館等においてDigSports体験会を開催し、参加者

に適性スポーツの提案を行う。 

 

（期間） 

令和６年７月～令和７年３月（予定） 

 

（対象者） 

商業施設、市町イベント、武道館等におけるDigSports体験会：来場者（60人/日×

20回=1,200人） 

武道館自主事業等：申込者（50人/日×10回=500人） 

※委託前のため変更の可能性あり 

 

（検証の目的） 

 事業効果を検証し、事業内容の改善・見直しの参考とする。 


